
熊谷市監査委員公告第１０号

令和４年度上下水道部定期監査の結果に基づき、市長から措置を講じた旨の

通知があったので、地方自治法第１９９条第１４項の規定により別添のとおり

公表する。
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令和４年度上下水道部定期監査指摘事項等措置報告書

指 摘 事 項 等 措 置 状 況

１ 収入事務

⑴ 現金出納簿について、記入の仕

方に誤りがあった。領収書等の書

類と現金の金額を照合し、記入漏れ

がないよう正確な事務処理を行う

べきである。 【下水道課】

⑵ 水道料金等徴収業務について、

受託者が徴収することを告示して

いたが、受託者が交付している領収

書に受託者名の記載がないものが

あったので、改善するべきである。

また、受託者から職員が現金を

受領する際に、職員がジャーナル

（レジスターの操作により記載さ

れた情報）の確認を行っていなかっ

た。地方公営企業法施行令第 26 条

の４及び熊谷市水道事業及び下水

道事業会計規程第 21 条に基づき適

正な事務処理を行うべきである。

【経営課、水道課】

⑶ 加入者分担金と各種手数料の現

金領収に当たっては、熊谷市水道事

業及び下水道事業会計規程第 20 条

（様式第 10 号）に基づき適正な領

収書を交付すべきである。

【水道課】

１ 収入事務

⑴ 現金の取扱いについては、熊谷市

水道事業及び下水道事業会計規程

を再度確認し、現金出納簿に記入漏

れのないように正確な事務処理を

行うことを課内に周知した。なお、

指摘を受けた後の現金出納簿には、

漏れや誤りはない。 【下水道課】

⑵ 受託者が交付している領収書に

受託者名を記載するよう改善した。

また、受託者から現金を受領する

際にはジャーナルと現金を突合し、

確認したジャーナルについては１

年間保管することとした。

【経営課、水道課】

⑶ 加入者分担金と各種手数料の現

金領収書については、関係規程の改

正を行い、適正な様式に変更する。

【水道課】



⑷ 受益者負担金の現金領収に当た

っては、熊谷市水道事業及び下水道

事業会計規程第 20 条（様式第 10

号）に基づき適正な領収書を交付す

べきである。

また、下水道事業受益者負担金納

付書兼納付済通知書の金額を訂正

し領収していた事例があったが、公

金（現金）の取扱について、適正な

事務処理を行うべきである。

【下水道課】

⑸ 社会資本整備総合交付金につい

て、補助金に関する通知や交付決定

通知等に文書収受がされていなか

った。熊谷市水道事業及び下水道事

業管理規程第 28 条に基づき適正な

事務処理を行うべきである。

【下水道課】

２ 支出事務

指摘事項なし

３ 契約事務

⑴ 防災行政無線局保守委託料につ

いて、定期保守点検を年２回実施し

ているが、契約約款で定められた定

期保守点検に係る検査結果通知が

１回のみであった。契約に基づき適

正な事務処理を行うべきである。

【水道課】

⑵ 資材価格特別調査業務委託につ

いて、50 万円を超える業務委託が

２者見積で随意契約されていた。熊

谷市水道事業及び下水道事業契約

⑷ 現金を領収する場合は、熊谷市水

道事業及び下水道事業会計規程に

基づく様式の領収書を交付するよ

う改めた。

また、公金の取扱については、適

正な事務処理を徹底するよう課内

に周知した。 【下水道課】

⑸ 熊谷市水道事業及び下水道事業

管理規程を再度確認し、補助金の交

付決定の通知等を受領したときに

は、文書収受を徹底するよう課内に

周知した。 【下水道課】

３ 契約事務

⑴ 本件については、仕様書及び契

約約款に基づき、今年度から年２回

検査結果を通知するよう改める。ま

た、契約事務全般について、熊谷市

水道事業及び下水道事業契約規程

を十分理解して行うよう課内に周

知した。 【水道課】

⑵ 今後発注する同様の業務委託に

ついては、指名競争入札による契約

方法とする。また、契約事務につい

ては、熊谷市水道事業及び下水道事



規程に基づき、適正な事務処理を行

うべきである。 【下水道課】

４ 負担金

指摘事項なし

５ 工事

指摘事項なし

６ 財産管理

⑴ 固定資産台帳と貯蔵品出納簿は

整備されていたが、備品台帳が整備

されていなかった。備品について備

品台帳を整備し適正な管理を行う

べきである。 【経営課、水道課】

⑵ 公印の管理について、実在する

公印の数が規程及び規則と一致し

ておらず、公印台帳が整備されてい

なかった。熊谷市水道事業及び下水

道事業管理規程及び熊谷市公印規

則に基づき適正な事務処理を行う

べきである。 【経営課、下水道課】

７ その他

⑴ 起案書に記入漏れがあった。熊

谷市水道事業及び下水道事業管理

規程第 28 条、「文書事務の手引」に

基づき適正な事務処理を行うべき

である。なお、文書主任は役割を認

識し適正な事務処理を行うべきで

ある。

また、工事に関する関係書類等に

文書収受されていないものがあっ

た。熊谷市水道事業及び下水道事業

管理規程第 28 条に基づき適正な事

業契約規程を十分理解して行うよ

う課内に周知した。 【下水道課】

６ 財産管理

⑴ 未整備であった水道事業の備品

台帳整備に着手した。備品の購入、

廃棄の都度反映できるよう、年度内

の完了を目標に作業を進めている。

【経営課、水道課】

⑵ 公印の数については、熊谷市水道

事業及び下水道管理規程及び熊谷

市公印規則が誤りであることから、

関係規程及び規則の改正を行う。公

印台帳については、整備を行った。

【経営課、下水道課】

７ その他

⑴ 文書事務の取扱について、「文書

事務の手引」に基づき適正な事務処

理を行うよう周知徹底を図った。今

後も文書主任を中心に確認し、再発

防止に努める。

また、工事に関する関係書類等

についても、文書収受を適正に行

うよう周知徹底を図った。

【経営課、水道課、下水道課】



務処理を行うべきである。

【経営課、水道課、下水道課】


